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本日の資料はスライド枚数が 
多くなっておりますので、 

紙での配布はしておりません。 
インターネットより 

ダウンロードしてお使いください。 
!

ピンクで囲まれている画像は動画ですので 
PDFファイルでは視聴できません。 
YouTube等で検索してみてください。 

!

その代わりと言っては何ですが 
録音・録画・撮影 

どんな記録をしていただいても 
結構です。 

本日の資料



http://npo-atds.org

本日の資料のダウンロード方法

http://npo-atds.org


本日の機器構成
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自己紹介



主な活動と経歴
障害者支援　（電子情報支援技術（e-­‐AT）と、コミュニケーション支援技術（AAC） 

　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市立　東総合支援学校　　 特別非常勤講師 
      京都府　宇治支援学校SSC  特別支援教育京都府専門家チーム 	
  
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 	
  
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 	
  
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 	
  
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 	
  
　　　京都府　委託訓練　精神障害者対象パソコン訓練インストラクター 	
  
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 	
  
      ＮＰＯ　障碍害芸術推進研究機構　メディアアドバイザー 	
  
!

教育支援 	
   	
   	
  (情報通信技術（ICT）の利活用支援） 

　　　京都府教育委員会　社会教育委員 	
  
　　　京都市　キャリア教育コーディネーター　（市立小中高キャリア教育提案） 	
  
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 	
  
　　　ＮＰＯ　キャリア教育プロジェクト　副理事長 
　　　 	
  

地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化） 

　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 	
  
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	
  
　　　京都府　京都「知恵の経営」ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ 	
  
　　　京都市　京都地域ITｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 	
  



18テトラソミー	
  
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常	
  （18番染色体が4本ある病気です）の
我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日ケ丘支援学校　小学部５年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
iPad

Wii
PC

iPod	
  Touch



情報端末を利用するのは・・・

本人の力

支援や 
ツール

周囲の 
理解

健常児

障害児

自立訓練 
歩く、話す

訓練と支援のバランスが大切

ＩＣＩＤＨ：ＷＨＯ国際障害分類  
（１９８０）の障害構造モデル

ＩＣＦ：国際⽣生活機能分類  
（２００１）の⽣生活機能構造モデル



歩けることより移動できること、 

しゃべれることよりもコミュニケーションできる 

代読することよりも、自分で読める 

代筆することよりも、自分で書ける 

ことへの価値転換が求められています。

ADLからQOLへ
(Activities of Daily Living) 

(Quality of Life)



個別支援とは・・・



将来の端末



ARで動く教科書



ubi



DIGINFO



SENSE 3D SCANNER



i-Lusio



iOS8 Siri



Google Gesture



手話をリアルタイムにテキスト化、「Kinect」応用し実用へ!

みずほ情報総研と千葉葉⼤大学の⿊黒
岩・堀内研究室は、⽶米
Microsoft社の「Kinect」など
市販のモーション・センサーを
使って、⼿手話を認識識、⽇日本語⽂文
字へと⾃自動変換するシステムの
開発に着⼿手した。聴覚障害者と
健聴者とのコミュニケーション
を⽀支援する狙いだ。2014年年中
の実⽤用化を⽬目指し、2013年年10
⽉月に試作機を完成させる。



さわれる検索



FingerReader





iPad



ICT機器の特性

情報の収集（調べ学習） 

情報の整理／記憶 

情報の発信 



タブレット端末の優位性

携帯性（どこでも） 
操作性（だれでも） 
機動性（いつでも） 
GPS（位置情報）機能 
AR（拡張現実機能）を使う 
カメラ＆コンピューター機能 
カメラの活用 
音の扱い



個別の支援機器としては…

VOCA （Droptalk 　・・・） 
AAC　（筆談パッド　・・・） 
音声入力・音声読上　 
（Siri、アクセシビリティー） 
記憶媒体 
拡大提示 
・・・



反転授業 
生徒たちは新たな学習内容を、通常は自宅でビデオ授業
を視聴して予習し、教室では講義は行わず、逆に従来で
あれば宿題とされていた課題について、教師が個々の生
徒に合わせた指導を与えたり、生徒が他の生徒と協働し
ながら取り組む形態の授業である。 

理解の支援　視覚・聴覚支援 
拡大提示・音 

表出の支援　視覚的な補助 
プレゼンテーション

タブレット端末を用いた授業



学校での活用



ICT機器の活用法 

!

特別支援学級

通級指導教室

通常学級

個別での使用!
（AT 支援機器）

集団での使用!
（教材提示）

何のために使うのか？!
（教師・児童生徒の困りは何？）



ICT機器の活用法 

!

教師が教材提示・教材作成として使う

児童生徒が支援機器として使う

児童生徒が個別学習として使う

児童生徒が発信ツールとして使う



教師が教材提示として使う



拡大提示装置として



拡大提示装置として



電子黒板として



教材作り



情報を選別する



PCをiPadでリモート



教師が教材作成に使う



紙→デジタル



デジタルメモ



電子書籍



電子書籍



児童生徒が支援機器として使う
本日はアクセシビリティの紹介はありません!
代表的なアプリケーションのみの紹介です



翻訳



SCAN・文字翻訳



翻訳



音声翻訳



伝えたい

ぼくがつくったのみて！
表出の支援　視覚的な補助



















読むことが困難











http://www.geocities.jp/jalpsjp/wordaico/wordaico.html

http://www.geocities.jp/jalpsjp/wordaico/wordaico.html


書くことが困難





聞こえない、	
 

聞くべき音（声）に集中出来ない、	
 

聞いた内容の理解が難しい、	
 

聞いた内容を覚えられない等



カメラ

フロント（手前）カメラ

リア（後ろ）カメラどちらで
も撮影できますので、自分撮
りや板書など簡単に記録に残
せます。

視覚支援として利用します



ビデオ
手順書や作業書など動きを見せる

体育、家庭科、工作

生活など動きや動作を
説明する際には

言葉だけでは分かりいく
いですよね！




ミュージック
予め音声を登録しておいて聞き返す

朗読など一回聞いただけで 
理解しにくい場合には、予め 
音声を録音しておくことで、 
何度でも聞き返せますね！ 
国語や英語などで利用できます。



メール
言葉でのコミュニケーションが苦て

言葉のコミュニケーションが

苦手・出来ない人には

文字でのコミュニケーションは

大切な手段です

!
文字入力が出来なくても、音声
入力も可能です。



アクセシビリティ



http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/mobile1/index.html

http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/mobile1/index.html


音を大きく



音を可視化



音を可視化



音を可視化



音を可視化



文字で



文字を音へ



記憶する



記憶する





聞こえない、	
 

聞くべき音（声）に集中出来ない、	
 

聞いた内容の理解が難しい、	
 

聞いた内容を覚えられない等



カメラ

フロント（手前）カメラ

リア（後ろ）カメラどちらで
も撮影できますので、自分撮
りや板書など簡単に記録に残
せます。

視覚支援として利用します



ビデオ
手順書や作業書など動きを見せる

体育、家庭科、工作

生活など動きや動作を
説明する際には

言葉だけでは分かりいく
いですよね！




ミュージック
予め音声を登録しておいて聞き返す

朗読など一回聞いただけで 
理解しにくい場合には、予め 
音声を録音しておくことで、 
何度でも聞き返せますね！ 
国語や英語などで利用できます。



メール
言葉でのコミュニケーションが苦て

言葉のコミュニケーションが

苦手・出来ない人には

文字でのコミュニケーションは

大切な手段です

!
文字入力が出来なくても、音声
入力も可能です。



アクセシビリティ



http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/mobile1/index.html

http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/mobile1/index.html


音を大きく



音を可視化



音を可視化



音を可視化



音を可視化



文字で



文字を音へ



記憶する



記憶する



話すことが困難







http://www.geocities.jp/jalpsjp/drops/powerdedrops.html

http://www.geocities.jp/jalpsjp/drops/powerdedrops.html


計算することが困難







見通しを持たせる







コミュニケーションが苦手







児童生徒が個別学習として使う



即時フィードバック 
!
履歴管理 
!
音を扱える 
!
動作記録 
!
ランダム生成 
!
AR(仮想現実機能） 
　3D表示、擬似体験 
!
手書き 
!
カスタマイズ 

!
!



即時フィードバック



履歴管理



音を扱える



AccessReading 
(ePub3,docx)

http://accessreading.org/index.html

ePub3,docxファイルで提供されています 
iBooks,Wordで閲覧できます。

http://accessreading.org/index.html


音声教材BEAM（mp3) 

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials/

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials/


動作記録



ランダム生成



3D表示



擬似体験



手書き



カスタマイズ



児童生徒が発信ツールとして使う



プレゼンテーション・ファイル共有



プレゼンテーション



プレゼンテーション



一斉授業



どんな力をつけさせたいのか？

何をしたいのか？

良いアプリ・悪いアプリではない



同じアプリでも使用する子どもによって
変わる

同じアプリでも目的によって変わる

同じアプリでも状況・環境よって変わる

タブレットを使う必然性はあるのか



周辺機器など



特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 

国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「合理的配慮」「LD・普通教室」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット 魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/

魔法のランプ

http://maho-prj.org/


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



h"p://npo-­‐atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

